
農村ＲＭＯ
推進フォーラム

参加
無料

“ささえあい”から始まる地域の未来

農業者を母体とした組織（多面的機能支払の活動組織、中山
間地域等直接支払の集落協定、集落営農、土地改良区など）
地域における多様な活動組織（まちづくり協議会、自治会、
社会福祉協議会、地域おこし協力隊、その他農村RMOに興
味・関心のある者）行政関係者等（県・市町の農業・福祉・
社会教育・地域づくり等の担当者、JA）

タイムテーブル

13:30–13:35 開会

13:35–14:10 基調講演① 演題：農村RMOのススメ～多様な主体でつくる農業・農村～
講師：NPO法人いわて地域づくり支援センター 常務理事 若菜千穂 氏

14:10–14:45 基調講演② 演題：何もない村から農村RMO特別賞受賞団体に至る経緯について
講師：NPO法人吉縁起村協議会 理事長 鈴木昌徳 氏

14:45–14:55 《休憩》

14:55–16:25 ディスカッション 主題：農村RMOの進め方と実践事例
〇コーディネーター：神戸大学 大学院 農学研究科 教授 中塚雅也 氏
〇アドバイザー：NPO法人いわて地域づくり支援センター

常務理事 若菜千穂 氏

パネリスト：
NPO法人吉縁起村協議会（岡山県真庭市） 理事長 鈴木昌徳 氏
豊かな郷づくり協議会（兵庫県赤穂市）会長 尾﨑治男 氏
雲部のみらい創造会議（兵庫県丹波篠山市）会長 中野彰夫 氏

16:30 閉会

令和８年８月24日（月）
開会13:30～閉会16:30

会場100名/オンライン200名

対面及びオンライン同時開催
（ハイブリッド開催）
※オンラインはZoomで視聴可能

主催：兵庫県農林水産部総合農政課 申込は裏面から

日時

定員

開催
形式

兵庫県私学会館
２階大会議室
神戸市中央区北長狭通4丁目3番13号

場所

持続可能な地域づくり手法「農村RMO」をご存じですか。

全国で取り組まれている事例から、農地・くらし・人をテーマに、

豊かに暮らし続けられる地域づくりについて一緒に考えてみませんか。

（先着順）



コーディネーター

パネリスト

参
加
申
込

お問合せ

参加申込URL：

公益社団法人ひょうご農林機構 農村担い手部 地域づくり課（槇、武田） 

TEL：078-361-8131 Email：nouson-c@forest-hyogo.jp

神戸大学大学院 農学研究科 教授 中塚 雅也 氏
農業・農村政策や計画、地域コミュニティにおける組織運営、農村と

都市の新しい連携のあり方について実践・支援を通じて探求している。
神戸大学地域連携推進本部部門長および農学研究科地域連携センター長。

パネリスト

基調講演（アドバイザー）

NPO法人いわて地域づくり支援センター 常務理事 若菜 千穂 氏
東北地方を中心とする農山村地域において、住民主体の地域づくりや地

域運営組織形成のほか、くらしの足問題解決に向けた行政との協働による
農村交通の構築支援に取り組んでいる。

豊かな郷づくり協議会（兵庫県赤穂市） 会長 尾﨑 治男 氏
2024年から国庫事業を活用し、農用地保全・地域資源活用・生活支援

の3部門で将来ビジョンの実現に向けた取組を推進。「豊かな自然と共
生し、安全・安心な郷づくり」を目指して、地域や関係者の協力を得
ながら活動を展開している。

雲部のみらい創造会議(兵庫県丹波篠山市) 会長 中野 彰夫 氏
旧小学校の跡地活用を目的に設立。移住者や若手住民の他、自治会長や

地域計画策定メンバーも参画し、地域の「暮らし」の未来を一体的に議論
できる体制を整えつつある。2026年からは農村RMOへの発展を目指した活動
を開始している。

参加申込締切 ： 令和８年８月17日（月）

または
右の二次元コードから
お申し込みください→

基調講演（パネリスト）

NPO法人吉縁起村協議会 理事長 鈴木 昌徳 氏
2019年に地域おこし活動団体を立ち上げ。2022年に第1期農村RMO団体

に認定され、農林水産省から優良団体として評価を受けた。現在は総務
省「指定地域共同活動団体」の中核組織として他団体と協働し地域の幸
福感醸成に努めている。

https://forms.cloud.microsoft/r/UAL0BUYnwa
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